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上尾伊奈ごみ広域処理施設整備 住民説明会 議事録 

 

日   時 令和７年１月１８日（土）１０：００～１１：３０ 

場   所 須ケ谷集落センター 

住民参加者 ２６名 

事 務 局 

上尾伊奈資源循環組合 

局長 

次長 

施設担当 

上尾市 

環境政策課 
課長 

環境政策担当 

都市計画課 都市計画担当 

道路河川課 
課長 

街路整備担当 

伊奈町 環境対策課 廃棄物対策係 
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１．開会 

 

定刻となりましたので、上尾伊奈ごみ広域処理施設整備に関する住

民説明会を始めさせていただきます。本日の司会を務めます上尾伊奈

資源循環組合の吉野と申します。宜しくお願いいたします。 

本日は上尾市より都市計画道路上尾伊奈線についての説明が追加と

なっております。 

はじめに、配布資料を確認いたします。 

①説明会次第 

②上尾伊奈ごみ広域処理施設整備に関する住民説明会資料 

③都市計画道路上尾伊奈線について 

以上、３点でございます。配布漏れはございませんでしょうか。 

 

２．あいさつ 

 

 上尾伊奈資源循環組合を代表いたしまして、局長の林田よりご挨拶

申しげます。 

 

 皆様こんにちは。上尾伊奈資源循環組合局長の林田と申します。 

 本日は大変お忙しい中、上尾伊奈ごみ広域処理施設整備に関する説

明会にご参加いただきありがとうございます。 

 また、日頃より上尾市と伊奈町のごみ処理広域化にご理解ご協力を

賜り感謝申し上げます。 

 前回、上平公民館で実施いたしました説明会において、皆様からよ
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組合 

 

 

組合 

 

 

組合 

 

 

上尾市 

 

 

上尾市 

 

上尾市 

 

上尾市 

 

 

上尾市 

 

り地域に近い場所で説明会を開催してほしいとご要望をいただきまし

たので、本日はここ上平塚区民センターをお借りして開催させていた

だくことになりました。 

 さて、上尾市と伊奈町では、ごみ処理の広域化にあたり、現在の施

設の老朽化が進み、市町が一緒になってごみ処理場を建設することと

なりました。 

 上尾伊奈資源循環組合は、新たなごみ処理施設の建設、運営を担う 

一部事務組合で、令和５年４月に設立いたしました。現在、令和１５

年度のごみ処理施設運営開始に向け、基本計画の策定や環境影響評価

の実施などの準備を進めているところでございます。 

 本日は、上尾伊奈ごみ広域処理施設の整備状況につきまして説明さ

せていただきます。そして、上尾市の都市計画課と道路河川課から都

市計画道路上尾伊奈線についてもあわせて説明させていただきます。 

 本日は建設予定地に近い上平塚地区の皆様方からご意見やご心配を

お聴きできたらと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

３．職員紹介 

 

次に職員紹介を行います。組合、上尾市、伊奈町の順番で自己紹介

形式にて進めさせていただきます。 

 

 上尾伊奈資源循環組合局長の林田と申します。よろしくお願いいた

します。 

 

上尾伊奈資源循環組合次長の秋元と申します。よろしくお願いいた

します。 

 

上尾伊奈資源循環組合の須藤と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 

上尾伊奈資源循環組合の池田と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 

上尾市環境政策課長の大竹と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 

上尾市環境政策課の櫻井と申します。よろしくお願いいたします。 

 

 上尾市都市計画課の大山と申します。よろしくお願いいたします。 

 

 上尾市道路河川課長の池上と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 

 上尾市道路河川課の桑原と申します。よろしくお願いいたします。 
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 伊奈町環境対策課の齋藤と申します。よろしくお願いいたします。 

 

 改めまして、上尾伊奈資源循環組合の吉野と申します。よろしくお

願いいたします。 

 説明に入る前に事務連絡がございます。本日の説明会の会議録は後

日公開させていただきます。また、記録として皆様の後方から写真撮

影をさせていただきます。ホームページ等に掲載させていただく場合

は、お顔等を特定できないような形といたしますので、あらかじめご

了承ください。 

 

４．上尾伊奈ごみ広域処理施設整備について 

 

 本日は、令和１５年の新たなごみ処理施設の開設に向け、今まで組

合が調査検討してきた内容について説明いたします。 

資料の１ページをご覧ください。 

まず事業の目的ですが、現在の上尾市と伊奈町のごみ処理施設は、

稼働開始から２０年以上が経過し、施設の老朽化が進んでいることか

ら、両市町のごみ処理施設を集約化し、将来に向け持続可能なごみ処

理体制を構築することを目的に事業を進めているところでございま

す。 

事業を進めていくための基本方針といたしまして、昨年度末に策定

した「上尾伊奈ごみ広域処理施設整備基本構想」において定めた４つ

の基本方針に基づいて施設整備を進めています。 

資料の２ページをご覧ください。 

建設予定地を説明します。場所は上尾市と伊奈町の境で、伊奈町側

の小室地内となります。 

建設予定地の北側にはホームセンターセキチュー、南側には新たに

都市計画道路上尾伊奈線ができる予定となっています。 

また、西側には原市沼川が流れており、建設予定地とその周辺は農

用地となっています。 

３ページをご覧ください。 

施設配置計画案となります。こちらは可燃物処理施設、不燃・粗大

ごみ処理施設、資源物処理施設、ストックヤードからなる工場棟と、

職員の事務室、見学者の受け入れを行う管理棟、駐車場、雨水調整池

等を整備する予定です。 

工場棟は圧迫感がないよう、民家からなるべく離れた位置となるよ

うに配置し、管理棟は工場棟と別としています。 

メインの出入口は、今後南側に建設される都市計画道路上尾伊奈線

となります。図では施設の下になり、工場棟へはＡ、管理棟へはＢが

出入口となります。 

敷地内の車両の動線については、施設に来た車があふれ出て周辺道

路に影響を及ぼさないよう、待機車両動線となる搬入路は収集車両と

一般持ち込み車両を別々に１５０ｍずつ確保することとしています。 

また、周辺道路の混雑に影響しないように、上尾市の収集車は図の

Ｃから県道さいたま菖蒲線に左折で出る予定です。 
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工場棟や管理棟の上の空白部分は、広場や公園などの有効活用がで

きる空間を検討し、災害時には災害廃棄物の一時的な仮置場となる予

定です。 

資料の４ページをご覧ください。 

工場棟内の施設の処理方式や煙突の高さなどの仕様となります。 

施設は、可燃ごみを処理する可燃ごみ処理施設、不燃、粗大ごみを

処理する不燃・粗大ごみ処理施設、缶、ペットボトル、ビン、プラス

チック類を処理する資源物処理施設、民間事業者に資源化を委託する

ものを一時的に保管するストックヤードからなります。 

各施設の処理能力は、新施設が稼働開始となる令和１５年度のごみ

量などから予測・算出しており、可燃物処理施設の規模は１日当たり

１８０トン、不燃・粗大ごみ処理施設は１日当たり２７．９トン、資

源物処理施設は、缶類、ペットボトル、ビン、プラスチック類を対象

に１日当たりの合計で４４．６トンとなっています。 

可燃物の処理方式は、現時点では現在の上尾市と同様の焼却方式の

ストーカ方式か、ストーカ式と乾式メタン発酵を組み合わせたメタン

コンバインド方式のどちらかの方式を選定するところまで現在絞り込

みを終えています。 

ストーカ式とは、鉄製の火格子と呼ばれる可動式の複数の板の隙間

から下から暖かい空気を吹き込みながらごみを焼却させる方式で、上

尾市を含め、他自治体のごみ処理施設で現在最も多く採用されている

方式です。 

乾式メタン発酵は、生ごみや紙類をメタン発酵させ、発生するメタ

ンガスを有効活用する方式で、先進的な技術となっており、関東圏で

は東京の町田市において導入されています。 

また、煙突の高さは景観や航空法の高さ制限のかからない５９ｍを

予定しています。県内において過去１０年以内に竣工した施設はほと

んどが５９ｍとなっております。 

不燃・粗大ごみ処理施設はガラスや金属製品、小型家電、家具や布

団などとなりますが、資源物やストックヤードの対象は表のとおりで

す。 

資料の５ページをご覧ください。 

施設の公害防止自主基準値です。 

公害に関する環境上の条件については、人の健康を保護し生活環境

を保全する上で維持されることが望ましい環境基準が定められており

ます。この環境基準を達成するために法令で基準値が定められており

ます。 

新ごみ処理施設の排ガスの公害防止基準は、上尾市と伊奈町の現在

の施設や、近年、県内で建築された事例を参考にできる限り国や県の

法令の基準より更に厳しい基準値を設定しています。 

騒音、振動、悪臭については、近隣市などの施設を参考に、両市町

が該当する区域の法令基準値と同様の値を設定しています。 

資料の６ページをご覧ください。 

給水、排水計画および新施設の受付時間、受付日となります。 

給水については、生活用水は上水、工場で使用するプラント用水は
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上水または井戸水を利用することを検討しています。 

排水については、生活系排水、プラント系排水共に下水道放流また

は完全クローズドという処理で再利用または蒸発処理する予定となっ

ており、公共用水域への排水を行わない方式となっています。 

どちらが採用されても、原市沼川などの水域に影響を及ばさない排

水方式とします。 

つづいて、受付時間・受付日について説明します。 

受付時間・受付日は原則として、平日の月曜日から金曜日の８時３

０分から１６時３０分としていますが、米印で記載しておりますよう

に、現時点では最大幅で設定しております。 

今後、上尾市・伊奈町の各ごみ量、車両搬入台数及び皆様にご心配

いただいている周辺道路の混雑時間帯の把握を行い、両市町と調整の

上、詳細を決定します。 

資料の７ページをご覧ください。 

組合が現在実施している環境影響評価の現地調査についてご説明し

ます。 

ごみ処理施設整備に当たっては、施設の建設が周辺環境に影響を及

ぼすかについて、事前に周辺の状況を把握し、工事着手前に影響を予

測評価することが定められています。この手続きのことを環境影響評

価といいます。 

昨年の１０月に環境影響評価の計画を公表し、住民説明会を開催し

ました。現在は、順次、現地調査を開始しています。 

左上の写真は、セキチューの交差点の南側の畑の風景です。風向風

速計を設置し気象の観測を行っておりまして、この調査は１年間連続

して行います。 

このほかにも、大気質調査や動植物の調査などを並行して行ってま

いります。 

地権者や近隣の皆さまにご迷惑をおかけしないよう、細心の注意を

払って調査を行いますので、ご理解・ご協力のほどよろしくお願いい

たします。 

なお、環境影響評価調査計画書については、組合のホームぺージで

も閲覧できます。 

ネット環境が整っていない方につきましては、イコス上尾にある組

合事務所で冊子による閲覧も可能ですので、ご希望がございましたら

お問い合わせください。 

資料の８ページをご覧ください。 

最後に、事業スケジュールを説明します。 

現在は、新ごみ処理施設の処理方式や配置計画などの具体的な内容

を定める施設整備基本計画を今年度と来年度の２か年をかけて策定を

進めております。 

環境影響評価は、都市計画決定を行う伊奈町と協力し、令和８年度

の事業の完了を目指して進めており、都市計画決定は令和８年度末と

なる見込みです。 

令和９、１０年度には建設予定地の用地取得を行います。 

事業者選定、設計・建設工事については、米印で記載したとおり、
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働き方改革の影響などにより令和８年度よりスケジュールを前倒しし

て、令和１５年度の供用開始に向け準備を進めております。 

なお、今後の進捗状況により、スケジュールに変更が生じた場合

は、その都度説明会などで報告させていただきます。 

資料の説明は以上となります。 

ここで、質疑に入る前に「周辺道路混雑への影響回避策」について

組合が取り組む政策を説明させていただきます。 

これまでの住民説明会や環境影響評価調査計画書に対する意見など

で道路渋滞に対するご心配の声を多くいただいております。 

現在組合で行っている交通量調査などを参考に周辺道路への混雑回

避策を検討しています。 

①として、現在進めている回避策として、一つ目に一般持込車は本

人確認などの手続きがあって時間を要することから、収集車と一般持

込車の搬入路を別にします。 

二つ目に待機車両の動線を十分確保し、ごみの関係車両が道路にあ

ふれ出さないため、搬入路をそれぞれ１５０ｍ以上確保することを検

討しております。 

三つ目に施設からの出口として、上尾市収集車をさいたま菖蒲線か

ら左折で出ることにより、車両を分散させることを検討しているとこ

ろです。 

②として、一つ目に一定の曜日や時間にごみの関係車両が集中しな

いよう、一般持込車の事前予約制の導入について検討しています。 

二つ目に伊奈町側から来る車両の右折待ちの対策として、施設入口

の上尾伊奈線に右折帯を設けることを検討しています。 

このように、組合で出来る対策のほか、皆様の意見を参考に、住民

の皆様になるべくご迷惑をかけないよう、検討を重ねながら施設整備

に取り組んでまいりたいと考えておりますが、事前予約制などは、新

ごみ処理施設を利用する方々の利便性の観点からも賛否の分かれると

ころであると思いますので、施設整備の計画に加えてこれらの回避策

につきましても、地元の方のご意見やご要望を頂戴したいと思ってい

ます。 

次に、上尾市西貝塚環境センターのごみ収集車や一般持込車両の搬

入状況を調査しましたので説明します。 

まず、搬入時間帯ですが、平日の月曜日から金曜日は午前８時４５

分から１１時３０分まで、昼休みを挟んで午後１時から１６時１５分

までとなっています。なお、祝日のみ午前中の搬入が可能で土日は休

みとなっています。 

資料の地図は上尾市のごみ収集区域図ですが、ごみ量が多い可燃ご

みの日は赤と緑の地域は月曜日と木曜日、紫と黄色の地域は火曜日と

金曜日が収集日となっています。水曜日は缶、金属・陶器、紙・布類

の収集日となっています。 

続いて、上尾市西貝塚環境センターの時間別搬入車両台数を調査し

たので報告します。資料のグラフは、昨年１２月２日から５日までの

時間別搬入台数を１５分ごとの平均台数で示したものです。なお、収

集車と一般持込車を合わせた台数となっています。朝８時４５分から
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１０時４５分までは、１５分あたり約１０台となっており、平均で１

分間に１台来るか来ないかという状況です。ピークはお昼前の時間帯

で、１５分あたり２０台を超えています。午後は、１３時をピークに

減少傾向にあり、１４時を過ぎると午前の早い時間帯と同じような状

況となります。 

新ごみ処理施設は、場所や搬入ルートも変更になるほか、伊奈町側

からの車両も加わりますので、様々な状況を想定しつつ、周辺道路の

状況を継続して把握し、適切に対応して参りたいと考えています。 

組合からの説明は以上です。 

 

質疑応答 

 

次に質疑応答となります。係の者がマイクをお持ちしますので、ご

質問や疑問点、ご要望がある方は挙手をお願いします。 

 

 原市沼川への排水はどうなるのでしょうか。数年前の台風の際に、

大雨で水があふれて道路が浸水したことがあります。ごみ処理施設が

出来れば敷地内の水が多少でも原市沼川に流れると思いますが、その

点はどのように考えているのでしょうか。 

 

 施設から出た水は、原市沼川には排水せず、下水道に流す予定で

す。また、施設内で出た水は工場棟内で蒸発処理や再利用して外に出

さないか、下水道に流す予定です。 

 

 下水道管は埋設済みでしょうか。 

 

 市街化調整地域ですので現状では整備されていません。都市計画道

路の計画にあわせて下水道を引き、その下水道管に接続する方向で調

整しています。 

 

 原市沼川は今でも水が流れないような状況です。現状を確認した方

がいいと思います。 

 

 現在、環境影響評価手続きの中で現状を把握しております。また、

原市沼川は下流側から拡幅工事等が進んでおりますので、新ごみ処理

施設周辺の整備はまだ先のこととなりますが、水の流れ等は徐々に解

消していくのではないかと考えています。 

 

 ごみの一般持込について、西貝塚環境センターは予約なしで持ち込

めて便利です。新ごみ処理施設ができたら、どちらにも持ち込めるの

でしょうか。予約なしで持ち込める方がありがたいです。 

 

 西貝塚環境センターは新ごみ処理設の稼働開始に合わせて廃止とな

ります。また、予約制の導入は利便性の悪化にもつながりますので、

市町の担当と十分に調整してどうするか検討してまいります。 
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 ２０２４年の広報あげお１２月に新ごみ処理施設に関する記事があ

りました。広域化の効果について効率的なリサイクルの推進と書かれ

ていますが、リサイクルはどのように変わるのでしょうか。 

 

 現在、上尾市ではプラスチックと可燃ごみを同じ袋でお出しいただ

いています。このたびプラスチックリサイクルに関する法律ができた

ため、新ごみ処理施設の稼働時にはプラスチックの分別をお願いする

ことと、ビンなどの分別方法を変更する方向で検討を進めています。 

 令和７年度までに分別方法を決定し、その後３年から４年かけて地

域での説明や広報での周知をはかってまいります。 

  

 また広報には焼却量の減量化とありますが、これから人口減少する

ので焼却量が減ることは当然として、ほかに焼却炉の性能を向上させ

て焼却量を減らすことも考えられます。それ以外に焼却量の減量につ

いて何か考えていることはありますか。 

 

 ごみの減量に確実な策はなく、基本的にごみを排出する住民の方々

の意識にあると考えています。例えば生ごみの水切りによってもごみ

量は減りますので、市としてはそういった取り組みについて地道にお

願いし続けていきたいと考えています。 

 

 西貝塚環境センターではどのくらいの焼却灰が出て、その処理コス

トはいくらですか。 

 

 焼却灰は年間で約３，５００ｔです。処理コストについては、焼却

灰処理単独の費用は不明ですが、処理経費全体として年間３３億円程

となっています。 

 

 埼玉西部クリーンセンターを見学した際に、焼却炉はメンテナンス

のために年１回休止し、それ以外にも正月休みにも休止すると聞きま

した。管理員の方の話では、本当は正月休みも稼働させた方が効率が

いいとのことでした。 

 新ごみ処理施設でも、正月休みも通常稼働してもらった方が効率も

よく、住民もごみがたまらずに済むかと思います。 

 

 西貝塚環境センターは正月休みでも焼却炉は運転し続けています

が、人件費等の削減のため収集や持ち込みはお休みしています。 

 コスト削減という面では、最新施設では自動運転などを導入してい

るとも聞きますので、そういった技術も検討しながら稼働し続けるこ

とも考えられると思います。 

 しかし、収集作業を行うということになると、正月休みの静かに過

ごしたい時期に施設周辺の方々にご迷惑をおかけすることになります

ので、焼却炉は稼働し続けますが、収集作業はお休みするということ

になるかと予測しています。 
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 焼却熱を利用した発電について、電気はどのように利用するので

しょうか。 

 

 詳細は未決定ですが、温水プール等は作らないこととされています

ので、売電が基本になると考えています。 

 

 西貝塚環境センターは売電していますか。また売電額はいくらです

か。埼玉西部クリーンセンターでは１億８，０００万円と聞きまし

た。 

 

 売電しています。売電額は手持ち資料がありませんので正確な回答

はできませんが、３，０００万円程度であったと記憶しています。 

 売電量は処理方法などの条件によって異なります。また、技術進歩

により新しい施設は売電量が多くなる傾向です。 

 

 新ごみ処理施設に市町のパッカー車が集中することによる渋滞と、

排ガスに含まれるダイオキシンなど、目に見えるものと目に見えない

影響が考えられます。また、周辺の農作物に風評被害なども考えられ

ます。新ごみ処理施設はそれらに配慮して気持ちのいいものを作って

もらえればと思います。 

 

 西貝塚環境センターは植栽が豊富ですが、新ごみ処理施設でも植栽

を検討していますか。新ごみ処理施設周辺には農地が多いので植栽し

てもらえれば環境負荷が少なくなると思いますので、ぜひ検討して下

さい。 

 

 新ごみ処理施設の建設にあたっては県から緑化率２０％以上を確保

することが求められていますので、植木等を境界に沿って植えていく

ことになると考えています。 

 

 緑化率２０％以上という説明でしたが、民間事業者は２５％以上と

記憶しています。地域住民としては少しでも多い方がいいと思いま

す。 

 

 平面では２０％以上ですが、壁面緑化を含めると２５％以上という

基準もありますので、詳細は県と調整しながら検討してまいります。 

 市街化調整地域の自然豊かな場所ですので、現在の景観を保ち周辺

と調和できるように調整してまいります。 

 

 ろ過集じん機のバグフィルターは、ストーカ式でもメタンコンバイ

ンド方式でも定期的な交換を行うのでしょうか。 

 

 定期的に交換いたしますが、交換タイミングなどの詳細はメーカー

と調整してまいります。 
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 交換後のバグフィルターはどのように最終処分するのでしょうか。 

 

 詳細は決まっていないため、今後検討してまいります。 

 

 建設にあたっての農地転用はどのような手続きを行うのですか。 

 

建設予定地は農業振興地域内の農用地ですので、ごみ処理施設の都

市計画決定により指定を変える手続きを行う予定です。農地転用は県

が関わりますので、調整しながら進めてまいります。 

  

 公害防止基準値について、数字だけではイメージがわきませんの

で、例えば騒音５０デシベルがどのくらいなのか教えてください。 

 また、環境影響評価は焼却炉の稼働後も調査を続けるのでしょう

か。 

 

 騒音５０デシベルは、目安として高層住宅地や書店の店内のざわつ

きと同じレベルと考えられます。 

 環境影響評価は、現在は施設建設前の調査をしていますが、今後、

建設工事中と施設稼働後にも調査を行ってまいります。 

 

 ごみ袋について、上尾市ではスーパーの買い物袋などなんでも使用

してよいですが、他の自治体では有料ごみ袋をスーパーなどで購入す

る例も聞いたことがあります。今後上尾市はどうなるのでしょうか。 

 

 いわゆる指定ごみ袋は、ごみの有料化を行う自治体が採用する方法

です。 

上尾市では有料化について検討しております。ごみの有料化はごみ

減量には有効な手段であると考えてはおりますが、税金も支払った上

でごみにもお金を支払うということには疑問のご意見も多くあると考

えております。現在は検討段階ではありますが、もしもごみの有料化

を実施する場合には、有料のごみ袋を購入していただくことになる可

能性があります。 

 

 公害防止自主基準値のダイオキシンについて、なにか不具合が生じ

た場合はどのような対策を考えているのでしょうか。 

 

 ダイオキシンは焼却炉の温度が低い場合に発生しますが、最新の焼

却炉では８００℃以上の高温で焼却するためほとんど発生しないと考

えています。それでもなお発生したものはフィルターなどで除去しま

す。 

 

 どのようなものにも異常時があると思います。８００℃で焼却した

後にゆっくり冷めるとダイオキシンが発生すると聞いたことがありま

すが、そういったことが起きないようにどのような管理をしていくの
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でしょうか。 

 

 公害防止は最も重要な課題ですので、適切な管理ができるように運

転してまいります。 

 

 この地域の揺れやすさが気になっています。２０１６年に国土地理

院が都市圏活断層図の鴻巣エリアを発表しました。そこでは、須ケ谷

地域が断層の近くにあり、活断層が羽貫駅から細田山の方へ伸びてい

ることが公開されました。また、伊奈町寿あたりから活撓曲（かつと

うきょく）というたわみが入っており、それが須ケ谷にかけては活褶

曲（かつしゅうきょく）になっています。これは地形が波状になって

いるもので、揺れやすい地形であると発表されました。 

 須ケ谷地域の隣にある中荻が建設予定地に選ばれていますが、中荻

は今回公開された活断層図の南側の大宮エリアにあり、活断層図が公

表されていません。 

 中荻は、須ケ谷地域に近く、原市沼川流域の傾斜した崖のような地

形になっています。この土地で本当に大丈夫だろうかと思っていま

す。 

 建設予定地を決定した時にちゃんと調べたとは思いますが、私が調

べたところでは、２００２年に大宮エリアの地質について産業技術総

合研究所の地質調査総合センターが研究報告を出しています。そう

いったものは確認しているのでしょうか。 

 

 組合では昨年度に現地で６箇所ボーリング調査を実施し、地質の状

況を確認しています。また、公表されている活断層については位置を

把握した上で設計を行っております。今後、地盤の強化も含めて検討

してまいります。 

 

 ぜひ地質調査総合センターの資料を参考にしてください。その上

で、深いところまで調査できる反射法による地質調査等を行い、念を

入れて計画していただきたいです。 

 

 ご意見を参考にしながら、昨年度実施したボーリング調査の結果も

活用しながら整備してまいります。 

 

 地元の人にとっての施設の便益についての考えを教えてください。 

 

 西貝塚環境センターではわくわくランドを建設した経緯がありま

す。 

 新ごみ処理施設では、候補地公募要領に基づく地域振興策として、

建設予定地のある伊奈町柴中荻区の方々への還元策を検討しておりま

す。現在、地元にご提案していることとして、建設予定地内の工場棟

と管理棟以外の場所に公園を設置し、そこにトレーニングルームやバ

スケットコートなどを併設した体育室をつくる予定がございます。そ

のほかに、道路の拡幅や信号の設置もご説明しています。 
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 一方、お風呂やプールについては、新ごみ処理施設には建設しない

方針をお伝えしています。 

 

 須ケ谷地区から要望すれば聞いていただけるのでしょか。 

 

 地域振興策については、候補地公募要領に基づいて建設予定地のあ

る柴中荻区の方々のご意見を聞きながら進めております。他の地域か

らの要望については対応は難しいと考えております。 

 

５．都市計画道路上尾伊奈線について 

  

 都市計画道路上尾伊奈線につきましては、本日２点、はじめに都市

計画課から都市計画の変更について、続いて道路河川課から今後の事

業スケジュールについて、それぞれ説明させていただきます。まずは 

１点目、都市計画の変更について、都市計画課から説明いたします。 

資料の３ページ目をご覧ください。まず、都市計画道路上尾伊奈線

の計画概要でございますが、本路線は都市計画名称を３・４・５７ 

こちらは道路の規模別の通し番号になりますが、３・４・５７上尾伊

奈線となりまして、告示日、すなわち都市計画として定められた日

は、平成 9 年の 8 月 1 日となっております。延長、道路の長さでござ

いますが、右側の図面の赤丸で囲っております部分の赤線を見ていた

だくと、上尾伊奈線は、上尾市と伊奈町にまたがる道路となっており

まして、全長が約１７５０ｍ、そのうち上尾市分としましては、約７

００ｍの道路となってございます。道路の幅員は、一部の区間を除

き、１８ｍとして都市計画決定されております。 

次に、資料の４ページ目をご覧ください。本路線は上尾市と伊奈町

の両市町の都市間を連絡する広域ネットワークを形成する道路となっ

ており、その中に市街化区域区間、市街化調整区域区間が混在してい

ます。また、伊奈町との行政界、伊奈町区間では沿道にごみ広域処理

施設の計画がございますが、現時点では計画区間の大部分が未整備と

なっておりますことから、ごみ広域処理施設の稼働開始までに確実な

道路整備が必要となってございます。 

次に資料の５ページ目をご覧ください。上尾伊奈線は平成９年に計

画決定されて以後、３０年近く事業が進められていない状況にありま

すことから、今回、早期の事業着手に向けて上尾伊奈線の計画見直し

に着手しまして、その結果、一部の区間で道路の幅員を見直すことと

なりました。資料の表をご確認いただきまして、まず路線の名称は上

尾伊奈線のまま変更はございません。続いて、代表幅員につきまし

て、一部の区間を１８ｍから１４ｍへ変更することと考えてございま

す。変更する区間につきましては、注釈の１点目のとおり、上尾市、

伊奈町の市街化調整区域の区間を予定してございます。続いて、延長

と決定告示になりますが、こちらは道路全体の延長は変更ございませ

んが、当初は埼玉県が上尾市と伊奈町の区間を一括して計画決定して

いたところ、今回の計画変更に伴いまして、上尾市区間は上尾市が、

伊奈町区間は伊奈町が計画決定することとしておりますので、延長と
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しましては、全体の約１７５０ｍから上尾市区間の約７００ｍに変更

することとしております。ただし、注釈の２点目に記載のとおり、伊

奈町区間は伊奈町の都市計画として決定していくため、実質的に延長

の変更はないものとなっております。 

次に、資料の６ページ目をご覧ください。こちらは計画平面図案の

概略をお示しした資料でございますが、幅員を１８ｍから１４ｍへ変

更する区間は、図面の青線で表記しております、市街化調整区域の区

間でございます。また、今回の見直しと合わせまして、上尾伊奈線

と、県道さいたま菖蒲線、上尾市の浄水場が所在する現在Ｔ字の交差

道路となっている区間になりますが、こちらは右折帯等の配置を行う

ための交差点を、新たに位置付けする予定となってございます。 

次に、資料の７ページ目をご覧ください。当初計画におきまして、

道路全体で１８ｍの幅員となっているところ、具体的に見直しする箇

所は、道路の歩道部分でございまして、こちらは両側の歩道幅員を、

４．５ｍから２．５ｍへそれぞれ２ｍずつ縮小するものとなってござ

います。このため、車道本線部分といたしましては、当初計画から変

更なく、片側１車線で計２車線の道路構成としてございます。この市

街化調整区域区間、上尾市で言いますと東部浄水場から東側の区間に

なりますが、幅員の見直しに関しましては、上尾伊奈線の道路の位置

付けと、沿道の都市計画の状況を踏まえまして、道路事業の確実かつ

早期の実施に向けて、道路構成の適正化を図るものとして行うもので

ございますので、ご理解のほう賜りたいと存じます。 

最後に、８ページ目をご覧ください。現時点では、都市計画に関す

る各種関係機関、こちらは道路の管理者や警察等になりますが、こち

らと協議の方を進めているところになりますが、只今ご説明した変更

概要については協議済みとなってございます。都市計画変更までの大

まかなスケジュールになりますが、都市計画に関する手続きとして、

改めて関係者様へ周知する説明会等を実施するなどしまして、本年の

１０月頃の計画決定告示、すなわち都市計画の変更を行う予定として

ございます。 

 

２点目の今後の事業スケジュールの説明に移ります。 

資料の１０ページをご確認ください。都市計画道路を整備していく

にあたり、大きく３つのステップがございますが、まず第１ステップ

として、道路の調査・測量、及び概略の設計を行います。その後、都

市計画決定に基づく都市計画事業認可を受けることになります。 

続いて第２ステップとして、ここから実施段階になりますが、個別

の道路用地について、補償や買収等の用地交渉に入るとともに、道路

の詳細な設計を行います。 

最後に第３ステップとして道路工事に着手していく、大まかな流れ

としましてはこのように進めていくこととなっております。都市計画

変更を行った後、上尾伊奈ごみ広域処理施設の供用開始に向けて、上

尾伊奈線の整備も進めていきたいと考えております。 

なお、道路工事の実施としましては、都市計画を変更する区域であ

る県道さいたま菖蒲線から伊奈中央駅に向けて整備を行っていくこと
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と検討しており、整備主体は上尾市区域は上尾市が、伊奈町区域は伊

奈町となっております。 

当面の流れといたしましては、資料１０ページの第１ステップであ

る測量や調査を令和７年度から着手していくことと予定しており、事

業認可を受ける際には、改めて地域や関係地権者への説明機会を設け

ていきたいと考えております。 

また、測量や調査を行う際には、上尾伊奈線がかかる土地について

作業へのご協力をお願いいたします 

 上尾市からの説明は以上です。 

 

質疑応答 

 

 都市計画道路上尾伊奈線についても、国土地理院が示す電子地図で

は、大変緩い地盤であることが見受けられる。公共工事の品質確保の

促進に関する法律にも規定されているとおり、地盤の調査などが必要

であるため、各種資料をよく確認して、計画的に事業を進めていただ

きたい。 

 

今後、具体的な調査を進める中では、道路においても土質の調査等

を行い、どれだけの改良が必要であるかなども含めしっかり検討して

整備を進めてまいります。 

 

上尾伊奈線の整備を機会に、県道さいたま菖蒲線にも歩道整備を検

討していただきたい。 

 

県道さいたま菖蒲線は今後上尾市と伊奈町にそれぞれ移管される予

定でありますが、上尾市の道路となった際には、いただいたご意見を

含め、道路のあり方を検討していくことも必要であると考えておりま

す。 

 

第二産業道路の今後の整備予定は。 

 

第二産業道路は埼玉県が整備する道路でありますが、令和５年１１

月に供用を開始した上尾蓮田線以北の区間は、現在事業化に向けた検

討を行っているところと確認しております。将来的には桶川市の方ま

で延伸される計画となっていますが、現時点で事業完了時期の見通し

は立っていません。 

 

６．閉会 

 

 


